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【平成22年度決算における健全化判断比率】
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【用語解説】

　平成22年度決算に基づく奥出雲町の健全化判断比率等を公表します。
　これは、平成19年に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が成立し、
地方公共団体の「財政健全化度」を判断する新たな指標が導入されたことに伴
うもので、一般会計のほか、特別会計や公営企業会計（病院、水道など）も含
めた財政健全化への取り組みが必要となっています。

◆指標が基準値を超えると？

早期健全化基準を超えた場合

　財政健全化計画の策定が義務付けられるなど、自主的な改善努力による

財政健全化が求められます。

財政再生基準を超えた場合

　財政再生計画の策定が義務付けられるなど、国等の関与により確実な再

生が求められます。

経営健全化基準を超えた場合（公営企業会計）

　再生計画の策定が義務付けられるなど、国等の関与による確実な経営の

健全化、再生が求められます。

①実質赤字比率

奥出雲町では、

赤字額は発生していません。

　(2億8,644万円の黒字決算)

　22年度の指標：−3.50%

財政悪化

財政健全

借入金の返済額およびこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示します。
一般会計等で返済する町債（町の借金）の償還だけでなく、消防署など一部事務組合への負担金、病院・下水道等の公営企業会計
に対する繰出金のうち、元利償還金など、全ての債務の返済を合計し、標準財政規模（※）で割って算出します。

③実質公債費比率

財政悪化

財政健全

地方公共団体の一般会計の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での
残高の程度を指標化し、将来負担を圧迫する可能性が高いかどうかを示します。

④将来負担比率

奥出雲町では、

前年度に比べ改善しました。

　22年度の指標：214.5％

　53.8ポイント改善

財政悪化

財政健全

一般会計の赤字にあたる公営企業会計の資金不足を公営企業の事業規模である料金収入等の規模と
比較して指標化し、経営状況の深刻度を示すもので、特別会計ごとに算出します。

⑤資金不足比率

　奥出雲町では、病院事業特別会計を

はじめ６つの特別会計が対象となり

ますが、町が補助金を支出し、いずれ

の会計でも資金不足は発生していま

せん。

※

実質赤字比率、連結実質赤字比率はともに黒字のため、「−」表示にしています。

奥出雲町では、

前年度に比べ、改善しました。

　22年度の指標：20.7％

　1.8ポイント改善

福祉、教育、まちづくり等を行う自治
体の普通会計（一般会計と一部の特
別会計を合算したもの）の赤字の程
度を指標化したものです。

②連結実質赤字比率

奥出雲町では、

連結実質赤字額は発生していません。

　一般会計と特別会計を合算して、

　8億5,472万円の黒字決算

　22年度の指標：-10.44%

全ての会計の赤字や黒字を合算し、
地方公共団体としての赤字の程度を
指標化し
たものです。

標準財政規模

　地方公共団体の一般財源の標準的な大きさを示す指標。

　地方税や地方交付税など、地方公共団体が自由に使えるお金の大きさを表しています。地方公

共団体が通常水準の行政サービスを提供する上で必要な一般財源の目安となる数値で、財政分析

や財政運営の指標算出のためなどに利用されます。

実質公債費比率

　一般会計における地方公共団体の公債費負担を表す指標。

　この比率（３ヵ年平均）により、起債発行のために一定の手続きを要したり、制限がかかる場

合があります。

　「経常収支比率」は、財政の健全度をみる

最も大切な指標です。

　町の歳入である地方交付税と町税等に対し、

決まって支出しなければならない人件費や借

入金の返済、常備消防等への負担金や補助金

などの割合を示し、低いほど財政の弾力性が

あることを表しています。

　経常収支比率は、81.5％で昨年と比べ2.4％減少しました。

　これは昨年度以前に財政健全化対策として実施した町債繰上償還の効果による公債費の

減等によるもので、財政の硬直化は改善されつつあります。

経常収支比率推移（一般会計）
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